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強くてしなやかな農業・農村
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○ 我が国の農村の姿は、地域類型、営農類型、気象条件・景観等の風土、更には、各地域が有する資
源・強み等によって、多様な｢かたち｣を形成。

○ その農村の｢かたち｣は、社会経済情勢や国民の価値観等の変化に伴い、時代とともに変化するもの。

第２ 目指すべき農村の姿

１ 地域と時代が生み出す農村の多様性 ①

※経営耕地面積の構成比 ：都市的地域、 ：平地農業地域、 ：中間農業地域、 ：山間農業地域 【出典：2010年世界農林業センサスより作成】

中山間地域（棚田）
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露地野菜（はくさい）

能登（世界農業遺産）

地域類型からみた農村の多様性

都市的地域

平地農業地域

1,068
千ha

712
千ha

273
千ha

534
千ha

185
千ha

164
千ha

169
千ha

96
千ha

430
千ha

北海道

東北地⽅

関東地⽅

東海地⽅四国地⽅

九州地⽅

中国地⽅

近畿地⽅

北陸地⽅

第２ 目指すべき農村の姿

１ 地域と時代が生み出す農村の多様性 ②

※農業産出額の構成比 ：米、 ：野菜、 ：果樹、 ：畜産・酪農、 ：その他 【出典：平成26年生産農業所得統計より作成】

稲作

果樹（みかん）

施設園芸（トマト）

酪農

営農面からみた農村の多様性

11,110
億円

12,298
億円

3,903
億円

4,381
億円

17,918
億円

3,860
億円

7,320
億円

19,371
億円

北海道

東北地⽅

関東地⽅

東海地⽅

四国地⽅

九州地⽅

中国地⽅

近畿地⽅

北陸地⽅

4,119
億円
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・土地改良事業を通じて、農業と地域の発展の土台とも言える社
会資本と農村協働力が深化。

・地域の特性や強みを活かし、社会経済情勢や国民の価値観等の
変化に順応し、持続的・スパイラル的に発展することが可能。

○ 農村の多様性を踏まえれば、土地改良が目指すべき農村とは、特定の「かたち」ではなく、
① 農業の土台である「社会資本」の整備とその実施プロセスを通じて、
② 農村の潜在力である「農村協働力」が深化し、
③ 地域の特性や強みを活かし、持続的に発展し得る個性豊かな活力ある農村。

○ このため、「実施プロセスを含めた多様な取組の横展開」、「地域の特性に応じた柔軟な整備」の実
施を通じて、各地域で目指すべき農村を実現。

第２ 目指すべき農村の姿

２ 個性豊かな活力ある農村を実現するための基本戦略（目指すべき農村の姿）

26

・土地改良事業は自然資本である「水」と
「土」に手を加え、農業・農村の生産や
生活の基盤たる社会資本を整備。

・事業の実施プロセスを通じて、農村協働
力に働き掛け（将来ビジョンに対する話
し合い、合意形成等）、農村を構成する
社会資本と人的資本、自然資本が結びつ
いた地域協働の舞台を整えることにより
農村協働力を活性化。

① ② ③

○ 全国では既に、個性豊かな活力ある農村を実現している地域が存在。それらの地域では、地域の課題
や地域資源を見つめ直し、継続した話し合いを通じて信頼関係を構築し、将来ビジョンを共有しつつ、
土地改良事業のみならず複数の施策を活用し、農村の新たな価値を創出。

○ このため、地域の自立的な発展に向け、関係者が具体的なイメージを持って建設的・戦略的に取り組
むことができるよう、先進的な取組の実施プロセスに注目し、多様な取組を横展開することによって、
地域自らが考える手掛かりを提供することが有効。

実施プロセスを含めた多様な取組を横展開し、地域自らが考え、行動する手掛かりを提供することにより

地域の自立的・持続的な発展による「個性豊かな活力ある農村」を実現

第２ 目指すべき農村の姿

２ 個性豊かな活力ある農村を実現するための基本戦略（実施プロセスの横展開）

取組事例①

・高齢化、担い手不足、個
人経営に由来する過剰な
設備投資を背景に基盤整
備を契機とした法人設立
を検討。

・地元農家から多額の設備
投資に不安の声

・リーダーシップを有する
集落代表に行政やJAも交
えた集落毎の座談会を繰
り返し実施

・５集落が参加した大規模
法人を設立

・地区内農地の９割を集積

・経営の効率化により、減
農薬・減化学肥料の特別
栽培米に取り組み、大手
スーパーと契約販売

・野菜（キャベツ、ネギ
等）も導入

・若い担い手の育成

・周辺の耕作放棄地の解消

・農業機械の環境負荷
の軽減

・野菜加工にも取組
(常時雇用10名、臨時雇用

年間3,000名)

・ＧＩＳを導入し、作付計
画やトレーサビリティ等
に活用

先 進 事 例 に 見 ら れ る 特 徴

○中心的なヒト・組織の存在 ○関係者間の連携 ○継続した話し合い

○問題意識とビジョンの共有 ○持続的な発展の可能性○土地改良事業のみならず複数施策の活用

ほ
場
整
備
の
実
施

野
菜
加
工
施
設
の
導
入

将
来
に
向
け
て

STEP4 STEP5 STEP6STEP1 STEP2 STEP3

（長期計画と併せて提示）

・少子高齢化や耕作放棄地
の増加等を背景に、地域
の存続に向けて、２つの
集落営農組織が活動開始

・営農組織の代表を中心
に、集落内の話し合いを
重ね、「地域のために地
域とともに」をスローガ
ンに、２つの集落営農組
織を合併、その後法人化

・営農活動のほか、高齢者
支援のための外出支援
サービス等の事業を展開

・農道・水路などの補修作
業や小学生による生き物
調査など集落活動にも積
極的に参加

・町内８つの営農組織の広
域連携による組織を設立
し、WCSの収穫調整や転作
作物の協業化、地域農業
の活性化に取組

・地域貢献型営農の強化

・経営の多角化による安定
した雇用の創出

・直販米システムの確立

・味噌加工や産直事業の６
次産業化にも取組

将
来
に
向
け
て

STEP4 STEP5 STEP6STEP1 STEP2 STEP3

ほ
場
整
備
の
実
施

多
面
的
機
能
支
払
制
度
等

の
活
用

取組事例②
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